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韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
専
門
的
な
研
究
は
近
代
か
ら
始
め
ら
れ
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
本
格
的
に
研
究
が
進
展
し
、
近
年
で
は
年
間
十
数
本
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
『
古
事
記
』
に
関
心
を
寄
せ
る
理
由
と
し
て
、
韓
国
に
関
連
し
た
記
述
の
存
在
、
神
話
の
類
似
性
⑴
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
近
現
代
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
受
容
研
究
の
一
環
と
し
て
、
韓
国
で
は
ど
の
よ
う
に
『
古
事
記
』
が
研
究
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
、
近
年
の
学
術
論
文
を
紹
介
す
る
。
今
回
紹
介
す
る
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
漢
字
表
記
に
関
す
る
論
考
が
増
加
し
た
こ
と
、
近
世
の
本
居
宣
長
に
関
す
る
論
考
が
出
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
論
考
の
末
尾
に
日
韓
の
歴
史
論
争
に
関
し
て
著
者
な
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
す
も
の
も
あ
る
。
⑵
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
研
究
動
向
及
び
、
二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
一
一
年
に
お
け
る
研
究
論
文
リ
ス
⑶
ト
に
関
し
て
は
、
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
◇
⑷
論
文
の
検
索
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（R
esearch
Inform
ation
Service
System
）
を
基
本
⑸
⑹
と
し
、
補
助
的
に
Ｋ
Ｓ
Ｉ
学
術
論
文
情
報
とD
B
pia
を
用
い
た
。
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
検
索
対
象
を
韓
国
内
学
術
誌
の
論
文
と
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
古
事
記
」
で
検
索
す
る
と
、
二
五
七
件
が
ヒ
ッ
ト
し
⑺た
。
こ
の
う
ち
本
稿
で
は
、
二
〇
一
二
年
〜
二
〇
一
三
年
の
二
年
間
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
の
⑻
期
間
で
は
二
十
六
件
の
検
索
結
果
が
得
ら
れ
た
が
、
題
目
や
本
文
内
に
加
え
、
論
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
「
古
事
記
」
も
検
索
さ
れ
る
た
め
、
論
文
の
主
旨
が
『
古
事
記
』
に
限
ら
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
（
研
究
年
表
の
８
、
儚
等
）。
し
か
し
『
古
事
記
』
が
各
方
面
の
研
究
分
野
か
ら
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
も
、
件
数
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。
す
べ
て
の
研
究
論
文
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
発
行
年
順
に
題
目
⑼
等
を
記
し
た
研
究
年
表
を
挙
げ
、
一
部
の
論
文
に
つ
い
て
要
旨
を
掲
載
し
た
。
二
〇
一
四
年
以
降
の
論
文
に
関
し
て
は
、
後
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
五
）
│
│
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
│
田
中
千
晶
研
究
年
表
（
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
）
※
番
号
に
□
を
付
し
た
論
文
は
後
に
要
旨
を
記
載
す
る
。
題
目
著
者
学
術
誌
名
、
巻
号
発
行
所
発
行
年
１
須
佐
之
男
の
歌
再
考
朴
美
京
人
文
学
研
究
兦
忠
南
大
學
校
人
文
科
学
研
究
所
二
〇
一
二
・
一
２
近
世
に
お
け
る
王
仁
伝
承
│
王
仁
が
伝
え
た
漢
籍
に
対
す
る
論
議
を
中
心
に
チ
ョ
ン
テ
ウ
ク
日
本
學
研
究
儰
檀
国
大
學
校
日
本
研
究
所
二
〇
一
二
・
一
３
上
代
神
名
に
お
け
る
借
訓
表
記
崔
建
植
日
本
研
究
儭
中
央
大
學
校
日
本
研
究
所
二
〇
一
二
・
二
４
『
三
國
遺
事
』「
延
烏
郎
・
細
烏
女
」
と
『
古
事
記
』「
新
羅
王
子
天
之
日
矛
」
説
話
の
比
較
分
析
研
究
イ
ボ
ン
イ
ル
国
際
韓
人
文
学
研
究
９
国
際
韓
人
文
学
会
二
〇
一
二
・
二
（２９）
論
文
要
旨
（
年
表
よ
り
抜
粋
）
１
朴
美
京
「
須
佐
之
男
の
歌
再
考
」（『
人
文
学
研
究
』
兦
、
忠
南
大
學
校
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
一
月
）
『
古
事
記
』
の
文
脈
に
沿
っ
て
物
語
と
の
結
び
付
き
を
捉
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
命
の
歌
を
検
討
し
た
論
で
あ
る
。
須
佐
之
男
命
作
と
伝
わ
る
歌
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
と
も
に
最
初
に
見
え
る
歌
で
あ
り
、
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
和
歌
の
起
源
と
し
て
著
名
な
こ
の
歌
は
、
歌
謡
を
所
伝
か
ら
切
り
放
し
、
そ
の
素
姓
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
方
法
が
一
般
化
し
て
い
る
古
代
歌
謡
の
研
究
史
と
同
様
、
須
佐
之
男
命
の
物
語
と
は
無
関
係
な
歌
と
し
て
も
読
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
歌
謡
の
素
姓
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
方
法
だ
け
で
は
こ
の
歌
が
ど
の
よ
う
な
必
然
性
に
よ
っ
て
須
佐
之
男
命
と
結
び
付
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
須
佐
之
男
命
の
歌
の
も
つ
意
味
や
担
わ
さ
れ
て
い
る
役
割
な
ど
を
考
え
る
上
で
は
、
ま
だ
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
し
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
両
書
に
お
け
る
伝
承
の
取
り
扱
い
方
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
見
出
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
須
佐
之
男
命
の
歌
と
所
伝
と
の
関
係
を
捉
え
直
し
た
。
そ
の
結
果
、『
古
事
記
』
の
編
纂
者
は
須
佐
之
男
命
の
歌
を
通
し
て
地
上
世
界
全
体
を
担
い
、
天
孫
に
そ
れ
を
譲
り
渡
す
神
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
大
国
主
神
と
須
佐
之
男
命
と
の
関
５
大
和
王
朝
の
降
臨
伝
承
に
関
す
る
一
考
察
│
記
紀
の
神
代
巻
と
天
孫
降
臨
神
話
金
祥
圭
東
北
亜
文
化
研
究
儫
東
北
ア
ジ
ア
文
化
学
会
二
〇
一
二
・
三
６
韓
国
に
兎
説
話
を
伝
え
た
日
本
古
代
氏
族
│
日
本
『
古
事
記
』
の
兎
説
話
を
中
心
に
魯
成
煥
東
北
亜
文
化
研
究
儫
東
北
ア
ジ
ア
文
化
学
会
二
〇
一
二
・
三
７
「
皇
国
」
の
「
古
事
」
で
証
明
す
る
世
界
│
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
の
注
釈
と
方
法
に
つ
い
て
裴
寛
紋
日
本
文
化
學
報
兂
韓
国
日
本
文
化
学
会
二
〇
一
二
・
五
８
韓
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
研
究
の
現
況
と
課
題
許
坤
日
本
學
報
全
韓
國
日
本
学
会
二
〇
一
二
・
五
９
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
恐
怖
心
」
の
表
記
に
関
す
る
考
察
清
水
れ
い
子
日
本
研
究
儚
釜
山
大
學
校
日
本
問
題
研
究
所
二
〇
一
二
・
六
儗
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
韓
」
│
テ
キ
ス
ト
論
的
な
点
か
ら
金
静
希
比
較
日
本
学
儧
漢
陽
大
學
校
日
本
学
国
際
比
較
研
究
所
二
〇
一
二
・
六
儘
上
代
日
本
文
献
神
話
の
成
立
と
韓
国
系
移
住
民
研
究
李
昌
秀
日
本
研
究
兂
韓
國
外
國
語
大
學
校
日
本
研
究
所
二
〇
一
二
・
九
儙
古
事
記
神
話
に
お
け
る
英
雄
の
描
き
方
│
大
国
主
神
を
中
心
に
チ
ェ
ウ
ォ
ン
ジ
ェ
日
本
語
文
学
兀
日
本
語
文
学
会
二
〇
一
二
・
十
一
儚
日
本
語
に
お
け
る
定
訓
漢
字
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
鄭
炫
赫
日
本
研
究
元
韓
國
外
國
語
大
學
校
日
本
研
究
所
二
〇
一
二
・
十
二
儛
本
居
宣
長
『
古
事
記
』
の
「
読
み
」
と
「
宣
長
問
題
」
朴
奎
泰
日
本
歴
史
研
究
儱
日
本
史
学
会
二
〇
一
二
・
十
二
儜
韓
国
と
日
本
の
古
代
文
献
に
現
れ
た
白
色
の
比
較
研
究
イ
ヨ
ン
ス
ク
比
較
文
学
先
韓
国
比
較
文
学
会
二
〇
一
三
・
一
儝
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
因
幡
の
白
兎
型
説
話
に
関
す
る
研
究
魯
成
煥
日
本
語
文
学
光
日
本
語
文
学
会
二
〇
一
三
・
二
儞
遼
河
文
明
と
古
朝
鮮
の
実
体
金
采
洙
日
本
研
究
償
高
麗
大
學
校
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
三
・
二
償
『
記
紀
』
神
話
テ
キ
ス
ト
と
パ
リ
ア
ン
ト
（variant
）
創
出
の
間
で
全
成
坤
ア
ジ
ア
文
化
研
究
優
嘉
泉
大
学
校
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
二
〇
一
三
・
三
儠
東
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
因
幡
の
白
兎
説
話
魯
成
煥
日
語
日
文
學
研
究
兢
│
２
韓
国
日
語
日
文
学
会
二
〇
一
三
・
五
儡
《
古
事
記
》
漢
字
用
字
的
量
義
音
研
究
海
村
惟
一
漢
字
研
究
８
慶
星
大
学
校
韓
国
漢
字
研
究
所
二
〇
一
三
・
六
儢
日
本
上
代
文
献
の
中
の
継
体
天
皇
と
古
代
環
東
海
交
流
に
関
す
る
考
察
李
昌
秀
日
本
研
究
儰
中
央
大
學
校
日
本
研
究
所
二
〇
一
三
・
七
儣
上
代
神
名
の
二
合
漢
字
崔
建
植
日
本
研
究
儰
中
央
大
學
校
日
本
研
究
所
二
〇
一
三
・
七
儤
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
現
れ
た
「
禊
」
に
対
す
る
考
察
朴
信
映
日
語
日
文
學
研
究
兣
│
２
韓
国
日
語
日
文
学
会
二
〇
一
三
・
八
儥
日
本
文
学
に
現
れ
た
一
夫
多
妻
制
下
の
女
性
像
考
察
の
た
め
の
試
論
│
上
代
か
ら
中
世
ま
で
金
ナ
ン
ジ
ュ
東
方
學
儩
韓
瑞
大
学
校
東
洋
古
典
研
究
所
二
〇
一
三
・
八
儦
日
本
古
典
文
献
に
見
え
る
韓
国
系
移
住
民
の
一
考
察
│
王
権
神
話
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
中
心
に
李
昌
秀
日
本
思
想
儦
韓
国
日
本
思
想
史
学
会
二
〇
一
三
・
十
二
儧
初
考
《
古
事
記
》
的
字
典
功
能
海
村
惟
一
漢
字
研
究
９
慶
星
大
学
校
韓
国
漢
字
研
究
所
二
〇
一
三
・
十
二
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係
を
浮
彫
り
に
す
る
と
同
時
に
、
以
後
の
『
古
事
記
』
の
一
連
の
大
国
主
神
の
物
語
を
展
開
さ
せ
る
装
置
と
し
て
活
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
２
チ
ョ
ン
テ
ウ
ク
「
近
世
に
お
け
る
王
仁
伝
承
│
王
仁
が
伝
え
た
漢
籍
に
対
す
る
論
議
を
中
心
に
」（『
日
本
學
研
究
』
儰
、
檀
国
大
學
校
日
本
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
一
月
）
近
世
に
お
い
て
、「
王
仁
伝
承
」
が
認
め
ら
れ
て
い
く
過
程
に
着
目
し
た
論
。
王
仁
伝
承
は
日
本
文
化
の
起
源
を
示
し
て
い
た
た
め
、
関
心
の
対
象
と
な
っ
た
。
特
に
、
主
体
的
な
立
場
で
周
り
の
世
界
と
文
化
を
把
握
し
、
日
本
固
有
の
文
化
に
つ
い
て
再
検
討
し
始
め
た
近
世
に
至
っ
て
王
仁
伝
承
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
た
。
王
仁
が
「
論
語
」
と
「
千
字
文
」
を
伝
え
た
と
い
う
『
古
事
記
』
の
伝
承
は
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
、
多
様
な
見
解
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
始
ま
り
は
「
論
語
」
に
つ
い
て
の
疑
問
提
起
で
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
議
論
は
そ
の
史
実
性
に
疑
問
の
余
地
が
あ
っ
た
「
千
字
文
」
の
方
に
そ
の
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
近
世
に
お
い
て
王
仁
伝
承
は
ほ
ぼ
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
認
め
ら
れ
た
と
は
云
う
も
の
の
、
本
居
宣
長
の
よ
う
に
王
仁
伝
承
に
つ
い
て
批
判
を
強
め
た
人
が
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
宣
長
に
対
す
る
喜
多
村
信
節
の
批
判
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
近
世
に
お
い
て
王
仁
伝
承
に
対
す
る
批
判
は
『
古
事
記
』
に
対
す
る
批
判
と
同
様
に
考
え
ら
れ
た
。
特
に
『
古
事
記
』
を
聖
な
る
テ
キ
ス
ト
と
見
做
し
て
い
た
国
学
者
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
彼
ら
は
必
ず
王
仁
伝
承
の
事
実
性
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
近
世
に
至
っ
て
王
仁
伝
承
は
始
め
て
議
論
の
対
象
と
な
り
、
ジ
レ
ン
マ
を
背
後
に
抱
い
た
ま
ま
検
討
さ
れ
た
、
と
論
じ
た
。
４
イ
ボ
ン
イ
ル
「『
三
國
遺
事
』「
延
烏
郎
・
細
烏
女
」
と
『
古
事
記
』「
新
羅
王
子
天
之
日
矛
」
説
話
の
比
較
分
析
研
究
」（『
国
際
韓
人
文
学
研
究
』
９
、
国
際
韓
人
文
学
会
、
二
〇
一
二
年
二
月
）
ヨ
ン
オ
ラ
ン
セ
オ
ニ
ョ
『
三
国
遺
事
』
に
出
て
く
る
‚
延
烏
郞
・
細
烏
女
‘
と
『
古
事
記
』
に
出
て
く
る
‚
新
羅
王
子
天
之
日
矛
‘
説
話
を
比
較
分
析
し
た
も
の
。
韓
国
と
日
本
は
歴
史
文
化
的
に
と
て
も
深
い
影
響
関
係
を
結
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
地
理
的
に
も
非
常
に
近
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
お
そ
ら
く
古
代
に
は
数
多
く
の
延
烏
郞
と
細
烏
女
ら
が
韓
半
島
と
日
本
列
島
を
往
来
し
、
文
物
を
創
造
し
交
易
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
も
彼
ら
な
り
に
特
殊
な
歴
史
的
な
状
況
の
中
で
そ
う
し
た
が
、
彼
ら
の
行
為
の
中
に
は
幸
せ
な
生
活
を
夢
見
て
新
た
な
生
活
の
基
盤
を
求
め
て
旅
立
つ
開
拓
者
の
精
神
が
満
ち
て
い
る
。
も
う
韓
国
と
日
本
両
国
は
、
韓
半
島
と
日
本
列
島
を
行
き
来
し
な
が
ら
運
命
を
開
拓
し
た
古
代
人
の
文
化
的
な
業
績
に
対
し
て
神
話
を
越
え
て
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
な
れ
ば
、
い
ま
だ
近
代
的
民
族
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
枠
組
み
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
韓
日
両
国
の
若
者
た
ち
に
対
し
て
、
当
時
の
自
分
た
ち
の
運
命
を
開
拓
し
た
彼
ら
の
よ
う
に
、
未
来
の
‚
延
烏
郞
と
細
烏
女
‘、
未
来
の
‚
天
之
日
矛
と
阿
加
流
比
売
‘
に
な
っ
て
北
東
ア
ジ
ア
の
未
来
の
主
役
に
な
れ
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
韓
国
と
日
本
の
歴
史
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
根
本
的
な
根
か
ら
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
で
韓
国
と
日
本
の
若
い
世
代
は
対
立
的
民
族
主
義
を
超
え
て
、
今
と
は
全
く
異
な
る
よ
う
に
、
互
い
に
向
け
た
歴
史
の
創
造
的
地
平
を
韓
日
古
代
文
化
で
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
５
金
祥
圭
「
大
和
王
朝
の
降
臨
伝
承
に
関
す
る
一
考
察
│
記
紀
の
神
代
巻
と
天
孫
降
臨
神
話
」
（『
東
北
亜
文
化
研
究
』
儫
、
東
北
ア
ジ
ア
文
化
学
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
天
孫
降
臨
神
話
は
、
最
高
権
力
を
持
つ
天
皇
の
神
聖
な
性
格
と
起
源
を
語
っ
て
い
る
。
天
か
ら
降
り
て
来
る
他
の
創
立
者
伝
承
と
は
異
な
り
、
そ
の
出
発
点
は
南
九
州
の
山
の
頂
上
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
米
の
穀
霊
が
日
向
の
高
千
穂
の
頂
上
に
呼
び
寄
せ
た
場
所
に
向
か
い
、
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
過
去
に
起
こ
っ
て
い
た
歴
史
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
実
際
に
存
在
す
る
土
地
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
意
図
的
な
神
話
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
神
話
が
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
神
代
巻
の
中
に
、
主
権
を
持
つ
政
府
の
思
想
と
と
も
に
完
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
未
来
の
世
代
の
歴
史
に
合
致
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
大
和
王
朝
が
、
初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
以
前
に
起
き
た
一
定
の
事
実
と
し
て
管
理
す
る
世
界
で
強
く
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
た
。
７
裴
寛
紋
「「
皇
国
」
の
「
古
事
」
で
証
明
す
る
世
界
│
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
の
注
釈
と
方
法
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
化
學
報
』
兂
、
韓
国
日
本
文
化
学
会
、
二
〇
一
二
年
五
月
）
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
そ
の
も
の
の
テ
キ
ス
ト
分
析
を
通
じ
て
、『
古
事
記
』
注
釈
の
営
み
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
と
く
に
注
目
す
る
の
は
「
皇
国
」
と
い
う
言
葉
田中 千晶：韓国における『古事記』研究（五）（３１）
で
、
ま
ず
『
古
事
記
伝
』
の
執
筆
過
程
に
お
い
て
「
御
国
（
ミ
ク
ニ
）」
の
語
が
「
皇
国
（
ミ
ク
ニ
）」
に
変
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
『
古
事
記
伝
』
中
の
「
皇
国
」
が
具
体
的
に
い
か
な
る
注
解
の
場
面
に
現
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
は
「
皇
国
（
の
古
）
言
・
語
」
の
用
法
を
説
明
す
る
際
に
最
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
他
に
も
「
皇
国
の
（
古
の
）
物
・
事
」、
ま
た
「
皇
国
（
人
）」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
宣
長
が
「
皇
国
」
に
か
か
わ
ら
せ
て
、
い
か
な
る
「
古
事
」
に
関
心
を
示
し
て
い
る
の
か
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
風
習
的
な
も
の
を
総
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
常
に
「
漢
国
」
と
の
対
比
で
語
ら
れ
て
い
た
。
宣
長
に
と
っ
て
『
古
事
記
』
注
釈
を
通
し
て
神
代
の
「
事
の
跡
」
を
探
っ
て
い
く
作
業
は
、
す
な
わ
ち
「
皇
国
」
の
真
実
性
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
「
皇
国
」
と
い
う
自
国
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
選
択
と
主
張
に
も
つ
な
が
る
、
と
論
じ
た
。
儗
金
静
希
「『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
韓
」
│
テ
キ
ス
ト
論
的
な
点
か
ら
」
（『
比
較
日
本
学
』
儧
、
漢
陽
大
學
校
日
本
学
国
際
比
較
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
六
月
）
上
代
文
献
に
現
れ
た
‚
韓
‘
を
比
較
し
て
、
特
に
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
‚
韓
‘
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
ど
の
よ
う
に
違
っ
た
様
相
で
現
れ
る
の
か
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
論
。
一
般
的
に
‚
韓
‘
は
朝
鮮
南
部
の
馬
韓
、
辰
韓
、
弁
韓
を
示
し
て
、
後
に
百
済
、
新
羅
、
伽
耶
に
発
展
し
た
と
見
る
の
が
定
説
だ
が
、
日
本
古
代
律
令
の
‚
韓
‘
は
高
（
句
）
麗
、
百
済
、
新
羅
、
唐
と
は
区
別
さ
れ
、
具
体
的
な
到
来
物
品
の
名
前
に
付
け
ら
れ
た
例
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、『
風
土
記
』
の
‚
韓
‘
は
そ
れ
が
ど
こ
を
示
す
の
か
明
確
で
な
い
と
こ
ろ
を
除
け
ば
全
て
新
羅
を
示
し
て
い
て
、『
万
葉
集
』
の
‚
韓
‘
は
唐
ま
た
は
朝
鮮
南
部
を
示
し
て
い
る
な
ど
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
‚
韓
‘
の
姿
は
異
な
る
か
た
ち
で
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
上
代
文
献
に
現
れ
た
‚
韓
‘
の
姿
は
同
一
で
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
漢
籍
、
金
石
文
、『
万
葉
集
』
『
風
土
記
』
中
の
多
様
な
‚
韓
‘
の
姿
を
考
察
し
、
な
ぜ
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
‚
韓
‘
を
一
括
し
て
考
え
て
は
な
ら
な
い
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
『
古
事
記
』
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
‚
三
韓
‘
の
用
例
、
特
に
‚
三
韓＝
高
句
麗
、
百
済
、
新
羅
‘
の
概
念
は
新
羅
統
一
以
後
に
作
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
『
古
事
記
』
に
お
け
る
‚
韓
‘
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
‚
韓
‘
は
外
国
で
も
蕃
国
で
も
な
い
天
孫
に
続
く
国
つ
神
の
子
孫
と
し
て
天
皇
の
治
下
に
収
束
さ
れ
る
種
族
と
し
て
表
示
さ
れ
る
と
し
た
。
続
い
て
『
日
本
書
紀
』
の
‚
韓
‘
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
』
の
よ
う
に
天
皇
の
世
界
の
よ
う
な
根
源
を
持
つ
国
で
も
な
く
、
文
物
、
技
術
の
伝
来
国
で
も
な
い
こ
と
、『
日
本
書
紀
』
の
‚
韓
‘
は
‚
日
本
‘
と
は
差
別
化
さ
れ
た
政
治
的
色
彩
が
強
い
概
念
の
蕃
国
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
朝
鮮
の
記
事
に
対
し
て
は
韓
日
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
十
分
な
テ
キ
ス
ト
分
析
が
な
く
、
一
括
な
り
、
全
体
像
を
い
う
研
究
が
主
流
を
な
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
虚
構
の
歴
史
が
絶
え
間
な
い
韓
日
歴
史
論
争
を
呼
び
お
こ
し
た
と
指
摘
す
る
。
論
争
以
前
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
キ
ス
ト
理
解
、
戦
い
以
前
に
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
他
者
理
解
の
過
程
を
疎
か
に
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
、
さ
ら
に
、
省
略
な
し
に
加
減
な
し
に
、
最
初
に
返
っ
て
相
手
の
話
を
傾
聴
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。
儙
チ
ェ
ウ
ォ
ン
ジ
ェ
「
古
事
記
神
話
に
お
け
る
英
雄
の
描
き
方
│
大
国
主
神
を
中
心
に
」（『
日
本
語
文
学
』
兀
、
日
本
語
文
学
会
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
）
『
古
事
記
』
に
見
え
る
大
国
主
神
を
中
心
に
、
古
事
記
神
話
に
お
け
る
英
雄
の
描
き
方
の
特
徴
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
な
三
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
一
、
少
年
で
あ
り
な
が
ら
優
し
く
て
知
恵
を
持
っ
た
英
雄
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
弱
い
者
に
意
地
悪
を
す
る
兄
弟
の
八
十
神
と
は
違
っ
て
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
は
正
し
い
治
療
法
で
素
兎
の
皮
膚
を
元
の
状
態
に
回
復
さ
せ
る
と
い
う
、
優
し
さ
と
知
恵
を
兼
ね
備
え
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
二
、
多
く
の
苦
難
に
遭
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
に
次
々
と
切
り
抜
け
て
い
く
不
死
神
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
最
初
は
弱
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
、
死
と
再
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
試
練
を
克
服
し
た
り
、
自
分
の
住
む
世
界
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
別
の
世
界
へ
の
旅
を
無
事
に
終
え
て
帰
っ
て
き
て
王
者
の
資
格
を
獲
得
し
た
り
し
て
、
偉
大
な
王
者
と
し
て
変
身
を
遂
げ
る
。
こ
れ
は
古
事
記
が
オ
ホ
ナ
ム
チ
に
王
権
の
資
格
を
与
え
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
死
と
再
生
の
話
型
を
用
意
し
て
新
た
な
英
雄
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
三
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
助
力
者
と
し
て
女
性
が
登
場
す
る
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
危
険
な
目
に
あ
っ
た
時
、
母
神
を
は
じ
め
、
多
く
の
女
性
の
助
力
に
よ
っ
て
様
々
の
試
練
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
背
後
に
は
女
性
に
象
徴
さ
れ
る
大
自
然
の
生
命
力
の
守
護
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
甲南女子大学研究紀要第 53号 文学・文化編（2017年 3月） （３２）
儝
魯
成
煥
「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
因
幡
の
白
兎
型
説
話
に
関
す
る
研
究
」（『
日
本
語
文
学
』
光
、
日
本
語
文
学
会
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
二
〇
一
一
年
の
「
因
幡
の
白
兎
」
論
、
お
よ
び
６
「
韓
国
に
兎
説
話
を
伝
え
た
日
本
古
代
氏
族
│
日
本
『
古
事
記
』
の
兎
説
話
を
中
心
に
」
に
関
連
し
た
論
考
で
あ
る
。（
さ
ら
に
儠
「
東
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
因
幡
の
白
兎
説
話
」
へ
と
発
展
す
る
。）
韓
国
に
も
因
幡
の
白
兎
型
説
話
が
あ
り
、
民
間
伝
承
そ
し
て
朝
鮮
後
期
の
文
献
の
二
つ
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
民
間
伝
承
に
は
麗
水
の
梧
桐
島
の
兎
説
話
が
あ
り
、
文
献
に
は
『
古
今
笑
叢
』
の
兎
説
話
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
話
と
因
幡
の
白
兎
型
説
話
と
を
比
較
す
る
と
、
大
枠
は
同
じ
で
あ
る
が
細
か
い
部
分
で
は
違
う
箇
所
も
か
な
り
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
及
び
中
国
の
説
話
を
加
え
て
比
較
し
て
み
る
と
、
梧
桐
島
の
兎
説
話
の
場
合
、
海
を
渡
る
方
法
は
ベ
ト
ナ
ム
と
同
じ
で
あ
る
が
、
中
国
お
よ
び
日
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
次
に
報
復
が
成
功
し
て
い
る
点
は
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
日
本
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
結
末
が
由
来
譚
に
な
っ
て
い
る
点
は
中
国
お
よ
び
日
本
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
梧
桐
島
の
兎
説
話
は
中
国
お
よ
び
日
本
の
説
話
と
親
近
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
『
古
今
笑
叢
』
の
場
合
、
魚
族
の
橋
を
用
い
て
川
（
水
）
を
渡
る
点
は
中
国
及
び
日
本
と
同
一
で
あ
る
が
、
報
復
譚
を
持
た
な
い
点
は
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
日
本
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
梧
桐
島
の
説
話
は
中
国
及
び
日
本
と
軌
を
同
じ
く
す
る
東
ア
ジ
ア
的
な
要
素
が
強
い
反
面
、『
古
今
笑
叢
』
の
説
話
は
典
型
的
な
極
東
ア
ジ
ア
系
に
属
す
る
動
物
説
話
だ
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
韓
半
島
で
は
東
ア
ジ
ア
と
極
東
ア
ジ
ア
の
二
系
統
の
兎
説
話
が
植
民
地
期
以
前
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
日
本
の
『
古
事
記
』
は
水
中
動
物
の
報
復
成
功
に
伴
う
兎
の
怪
我
治
療
譚
を
持
っ
て
い
る
が
、
海
外
の
同
様
の
事
例
は
少
な
く
、
韓
国
の
梧
桐
島
の
兎
説
話
が
唯
一
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
韓
国
の
因
幡
の
白
兎
型
説
話
は
ど
の
地
域
の
も
の
よ
り
も
日
本
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
点
は
日
本
と
の
比
較
対
象
と
し
て
韓
国
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
儤
朴
信
映
「『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
現
れ
た
「
禊
」
に
対
す
る
考
察
」（『
日
語
日
文
學
研
究
』
兣
│
２
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、
二
〇
一
三
年
八
月
）
「
禊
」
お
よ
び
「
祓
」
に
つ
い
て
、
使
用
例
を
調
査
し
た
論
考
。
日
本
の
至
高
神
と
言
わ
れ
る
天
照
大
神
の
生
成
過
程
は
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
本
文
で
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
第
一
の
違
い
は
禊
ぎ
と
い
う
行
為
で
あ
る
。
禊
ぎ
に
つ
い
て
‚
水
を
利
用
し
て
穢
れ
を
除
去
す
る
こ
と
‘
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
説
明
で
共
通
的
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
い
う
上
代
文
献
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
で
禊
ぎ
が
使
わ
れ
た
の
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
ま
ず
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
い
う
文
献
の
中
で
登
場
す
る
禊
ぎ
伝
承
と
表
記
を
考
察
し
た
。『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
で
見
ら
れ
る
禊
ぎ
を
意
味
す
る
表
記
は
‚
禊
‘
‚
禊
祓
・
祓
禊
‘
が
あ
る
。‚
禊
祓
・
祓
禊
‘
の
よ
う
に
祓
え
を
意
味
す
る
‚
祓
‘
と
組
み
合
わ
せ
た
形
の
意
味
を
調
べ
る
た
め
に
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
で
‚
禊
‘
と
‚
祓
‘
が
登
場
す
る
部
分
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
‚
禊
‘
は
穢
れ
を
洗
う
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
て
、‚
祓
‘
は
罪
を
償
う
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
で
‚
禊
祓
・
祓
禊
‘
の
よ
う
に
‚
禊
‘
と
‚
祓
‘
を
組
み
合
わ
せ
た
形
で
使
わ
れ
た
場
合
を
調
べ
た
。‚
禊
祓
・
祓
禊
‘
で
表
記
さ
れ
た
場
合
は
単
に
穢
れ
を
洗
う
と
い
う
意
味
の
禊
ぎ
で
は
な
く
、
禁
忌
を
破
っ
た
罪
を
償
う
‚
祓
‘
の
意
味
が
含
ま
れ
た
禊
ぎ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
儦
李
昌
秀
「
日
本
古
典
文
献
に
見
え
る
韓
国
系
移
住
民
の
一
考
察
│
王
権
神
話
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
中
心
に
」（『
日
本
思
想
』
儦
、
韓
国
日
本
思
想
史
学
会
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）
日
本
の
神
話
伝
承
に
韓
国
系
移
住
民
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
。『
古
事
記
』
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
描
か
れ
た
体
系
神
話
は
、
上
代
日
本
の
知
識
人
の
文
学
的
な
教
養
や
精
神
文
化
の
真
髄
が
示
さ
れ
て
い
る
大
切
な
資
料
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
尊
厳
性
を
示
そ
う
と
す
る
政
治
的
な
意
図
に
基
づ
い
て
天
皇
家
の
祖
先
の
由
来
が
説
明
さ
れ
、
し
か
も
、
当
時
の
中
国
や
古
代
韓
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
漢
籍
及
び
中
央
と
地
方
氏
族
の
保
有
し
て
い
た
自
家
伝
承
が
原
典
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
神
話
は
記
録
者
の
教
養
や
文
筆
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
言
え
る
。
一
方
、
神
話
伝
承
が
文
章
と
い
う
形
で
成
立
す
る
た
め
に
は
、
古
代
国
家
の
形
成
に
努
め
た
有
力
豪
族
の
活
躍
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
な
か
に
は
優
れ
た
文
章
力
を
持
っ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
移
住
民
の
活
躍
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
古
代
日
本
に
お
け
る
文
字
の
活
用
と
記
録
に
は
、
韓
国
系
移
住
民
と
そ
の
子
孫
の
役
割
が
大
き
い
。
ま
た
、
大
和
朝
廷
に
お
い
て
文
字
の
解
釈
能
力
や
文
筆
力
に
よ
り
、
政
治
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
も
ほ
と
ん
ど
朝
鮮
系
移
住
民
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
も
、
彼
ら
は
単
な
る
事
務
レ
ベ
ル
の
技
能
集
団
に
と
ど
ま
ら
ず
、
古
代
大
和
朝
廷
の
学
問
と
思
想
、
さ
ら
に
精
神
世
界
の
形
成
に
も
大
き
な
役
田中 千晶：韓国における『古事記』研究（五）（３３）
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
な
か
で
王
権
神
話
と
い
う
観
念
の
根
底
に
は
、
日
本
列
島
に
移
住
し
た
韓
国
系
移
住
民
の
文
筆
力
と
豊
富
な
漢
文
典
籍
を
活
用
し
て
蓄
積
さ
れ
た
彼
ら
の
知
識
と
昔
の
記
憶
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
注⑴
魯
成
煥
「
神
話
学
か
ら
見
た
韓
国
の
記
紀
研
究
」（『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
兀
│
１
學
燈
社
二
〇
〇
六
年
一
月
）
⑵
研
究
動
向
に
関
し
て
は
注
⑴
及
び
、
金
祥
圭
「
韓
国
に
お
け
る
日
本
神
話
研
究
の
現
状
」（『
古
事
記
年
報
』
儻
古
事
記
学
会
二
〇
〇
四
年
一
月
）
を
参
照
し
た
。
⑶
田
中
千
晶
「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
一
）
│
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
二
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
」（『
水
門
』
儦
勉
誠
出
版
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）、
同
「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
二
）
│
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
六
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
文
学
・
文
化
編
』
儿
二
〇
一
四
年
三
月
）、
同
「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
三
）
│
二
〇
〇
七
〜
二
〇
〇
九
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
文
学
・
文
化
編
』
兀
二
〇
一
五
年
三
月
）、
同
「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
四
）
│
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
一
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
文
学
・
文
化
編
』
允
二
〇
一
六
年
三
月
）
⑷
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
韓
国
教
育
学
術
情
報
院
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
韓
国
内
学
術
誌
論
文
、
海
外
学
術
誌
論
文
、
学
位
論
文
、
単
行
本
、
学
術
誌
な
ど
を
検
索
で
き
る
。
韓
国
内
の
学
会
及
び
大
学
附
設
の
研
究
所
が
発
行
す
る
学
術
誌
の
論
文
は
約
三
五
〇
万
件
、
学
位
論
文
は
約
一
一
四
万
件
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
収
録
数
は
二
〇
一
三
年
十
二
月
末
基
準
）http
://w
w
w
.riss.kr/index.do
⑸
Ｋ
Ｓ
Ｉ
韓
国
学
術
情
報
（K
orean
Studies
Inform
ation,K
SI
）
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
韓
国
内
一
二
〇
〇
余
の
学
会
及
び
研
究
所
と
著
作
権
契
約
を
し
て
お
り
、
学
会
誌
及
び
研
究
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
約
九
〇
万
件
の
論
文
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
収
録
し
て
い
る
。http
://w
w
w
.papersearch.net/
⑹
N
urim
edia
社
が
韓
国
最
大
の
書
店
・
教
保
書
店
と
と
も
に
提
供
す
る
学
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
約
一
七
〇
万
件
の
論
文
、
一
八
〇
〇
種
の
刊
行
物
を
収
録
（
二
〇
一
四
年
三
月
基
準
）。http
://w
w
w
.
dbpia.co.kr/
⑺
二
〇
一
六
年
十
二
月
十
四
日
現
在
。
漢
字
「
古
事
記
」
も
ハ
ン
グ
ル
表
記
「
 


」
も
同
数
の
二
五
七
件
で
あ
る
。
⑻
韓
国
の
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
人
研
究
者
の
論
文
を
含
む
。
⑼
年
表
に
は
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
論
文
も
掲
載
し
た
。
要
旨
は
、
原
則
と
し
て
韓
国
人
名
の
筆
者
に
よ
る
論
文
を
選
択
し
、
私
に
翻
訳
し
要
約
あ
る
い
は
筆
者
に
よ
る
要
旨
を
簡
略
化
し
た
。
論
文
名
等
は
適
宜
日
本
語
に
変
え
た
。
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“Kojiki” studies in South Korea（5）
──Academic papers from 2012 to 2013──
TANAKA Chiaki
Abstract : In this article, I introduce the study of “Kojiki” researches in South Korea. I will analyze the aca­
demic papers on “Kojiki” after 2000. South Korea has worked on its researches in full scale the 1980’s.
The similarity of the myths of Japan and South Korea, and the descriptions of the Korean Peninsula have
been discussed there.
Key Words : Kojiki, Nihonshoki, South Korea
要旨：韓国においては、近代に入ってから『古事記』の研究が始められた。朝鮮半島に関する記述の
存在、神話の類似性などが研究対象として関心を持つ理由であり、本格的に研究が進展してきたのは
1980年代以降である。その研究方法は大きく次の二つに分けることができる。一つは日韓の神話を
比較し、日本にいかに文化的影響を与えたかを解明する研究、今一つは『古事記』『日本書紀』の特
殊性をそれぞれのテキストに分離して探る研究である。方法の異なる両者を結び、且つ韓国の『古事
記』研究の転機となった研究が、魯成煥『日本神話の研究』（報告社、2002年 9月）といえる。本稿
ではこの『日本神話の研究』を転換点とみなし、刊行前夜にあたる 2000年以降、どのような視覚か
ら『古事記』が研究されているのかについて、韓国内における学術論文を紹介する。
キーワード：古事記、日本書紀、上代文献、韓国
田中 千晶：韓国における『古事記』研究（五）（３５）
